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平成7年度遺跡発掘調査の概要と一覧

山形県皿蔵文化財センターでは建設省， 日本道路公団， 山形県， 山形県教育委員会から委託を受け翡速道路

建設や県営ほ場撒備などに先だって追跡の発掘調杏を実施しました．

本調査は21辿跡，予備調杏は2辿跡をおこないました．

調査1i'iiWは166,754平}Jmになります． ト記にその内容を簡単にまとめました．

No. 遺跡名 所在地 調査期日
期間 調査面栢

調査の原因と方法：日 ：平方m

北目艮用辿跡 遊佐Ill]大字北目字長Ill 95/5/8~95/8/1 J 69 7,920 リ，\•i:';ほ場1llf1iii'J凜に先立つ本，凋介

2 捨< I) 待;t1, 追跡 遊佐町大字北目字長田 95/6/20-95/7 I 19 5 1,500 ” 

3 宮ノド辿跡 逝佐町人叶字北H字宮ノ ト・ 95/5/8-95/9/ 13 87 10,150 ” 

4 西谷地辿跡 鶴岡市大字 ド川字西谷 95/5/8----95/9/14 88 14,200 II 

5 向田追跡 洒Ill市大字本楯字向田 95/5/8----95/7/6 44 3,500 II 

6 落合迫跡 村山市大字土生田字沿 95/10/2,....,95/1 l/22 35 382 
ふるさと,:お道緊急1r~1,m市界に
先_.,:つ本池l介

7 
~)た と

天?釦Ii大字山口字渡戸 95/5/8~95/8/I I 69 1,500 ｝ム城和~,寸I地股道整i1,附Ji菜に
渡戸辿跡 先l'r.つ本祁I杏

8 上荒谷逍跡 火章市大字荒谷字上荒谷 95/5/8,,....,95/6/30 38 1.700 
北災地方道天童寒/n//1:線地）i特定
道路哨名l皿11没に先立つA澤l査

， 荒川 2辿跡 米沢市塩）1:1111塩野召荒川下 95/7/17-95/J ]/30 88 7,200 
11,1逆121i~ 道路改良・wiに先立つ本
調介

10 下柳A辿跡 山形di大字肖柳字上柳 95/4/24-95/8/1 l 78 5,000 
県立保（建I仮税短J軋大学(/Ii.称）整備
市業に先立つ心il'M

11 野向追跡 小国II「)大字市野々字野 95/9/l 8-95/11/2 31 l,700 撒川ダム建設に先立つ r• 餅I閥査

12 市野々向原辿跡小国町大字市野々字向 95/9/18----95/11/2 31 1,600 II 

l3 三条辿跡 寒加fitrl'i大字寒河u:字三条 95/5/8~ 95/11 /30 138 15.100 束北横断1・1動,j(道洒Ill線建設 1:・Hに先れつ本池1ft

14 高瀬山逍跡(1) 寒河江市大字寒河/.l字高瀬Lil 95/5/8-----95/12/ 1 140 12,130 II 

似i瀬巾辿跡(2) 寒河江市）ぐ杓且j瀬山字山西 95/5/8-95/12/l 138 41.700 ” 

15 落“と衣!,り長ょう者じ,歴,やし敷さ追跡寒河ff「Ii大字柴稲字金谷地 95/5/8-95/11/30 136 17,700 ” 

16 沿j松11追跡 寒河江市大字柴柚字i蘭松 95/8/7......,95/10/27 52 6,000 ” 

17 高松III辿跡 寒河江市大字柴橋字間j松 95/7110-95/8/1 l 24 1,000 II 

18 
平野111古窯跡群

寒河江市大字柴梢-;吋沿i松 95/8/2 J ----95/ 12/8 75 4,700 II 
第12地、点辿跡

19 窟とや山止追跡 寒河江市大字谷沢字腐山 95/5/8~95/7 /20 54 2,720 II 

20 ＇畠:1112辿跡 寒河江市人・字谷沢字富111 95/7/17-95/8/12 21 1,300 II 

2l 土つ 1 ,崎:f~辿跡 洒[LI市人・字上崎字屋敷添 95/7/11---95/8/4 18 1,050 II 

22 梵大塚辿跡 酒IIIrli大字牧凶根字梵）⑭塚 95/7 /24-95/9/29 44 3.500 ” 

23 中谷地追跡 酒11-1市大字吉田字中谷地 95/9/11-95/11/30 52 3,500 ” 
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遺跡定義

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

主な時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安ll;'j-代

文化財

認定数
：箱

115 

87 

集落跡 奈良時代～中世 80 

16 

集落跡 縄紋時代（中期） 52 

遺跡の特徴

庄内沿i瀬川右岸の自然堤防上に立地． 多数の溝跡と十．坑， 大規模な掘立柱建物跡
を検出．

排水路付設部分のトレンチ調杏．逍構 ・辿物が希薄で，辿物の時期も古代から中
世まである．

卦さ曹」器に「伴J「漢」「四天工」「大伴」「神奴」などがある．本製品には挽物 ・1111物・
鍬のほか仏画も出」ふ

伍帯2点や多凪の坐井士器の出上大規模の建物跡が多く，‘肖猜]等に捌連をもつ
施設であった可能性もある．

自然堤防上の村．井戸側のドに板敷きのある井戸跡を検出．

舌状台地に営まれた集浴跡でピッ トの密集する地区，上坑，住居跡が密集する地
城などに分かれる．

集沿跡 縄紋時代 229 旧河道の右Iギに」；器捨場があり．その上方の川岸には集石をもつ七坑が密集している．

集落跡 縄紋時代（前則） 10 石鏃や石匙など狩猟具の出上が多い．底部を壊した完形の深鉢が十．坑から出土．

狩猟場跡

集洛跡

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

集給跡 奈良 •平安時代 22 

窯業跡 奈良 •平安時代 750

ィi材採梨跡 IFI石器時代 250 

集落跡 奈良•平安時代 25 

集落跡

磁地跡

集落跡

縄紋時代

占墳時代

細紋時代

縄紋時代

純紋時代～
、佐安II、'i代

I U イ'..i~且II寺イし
～平安時代

縄紋時代
～近ill:

奈良時代
～中11!:

縄紋時代
-1111仕

平安時代

中世 ・近世

弥生II、~'代
'Ii・ 安時代
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半Illr四）jの堀をめぐらす中世の館跡縄紋時代の落とし穴が点在河川跡から奈
艮• 平安時代の上器が多凪に出七

県内最占の古屈時代の発火具（火鑽杵）が出土．

縄紋時代中期の集落跡

縄紋時代早期から中期まで断続的に常まれた集落．

奈良 • 平安時代の居住城先端を取り巻くように，川跡が南北にあり，多凪の坐?~
上器が出十．．

特に掘立柱建物跡が多数検出されたまた縄紋時代前則未の大きな集落跡や古墳
群も検出．

500mにも及ぶ平安時代の溝跡を検出． 一辺13m方形の溝に間われた中担末～近
阻初頭の双地を検出．

迫跡南西に室町・11寺代創建のIUい悔院跡があ り，井戸跡や溝状辿構などの中世の迎
構との関迎が注目される．

大溝を炭に束側に中世の集落跡が， 西側には奈良 • 平安時代の緊穴住居跡がある．

柵列に囲まれた竪穴住居跡や，追物が多散に出」：した不整形の敗構がある．

鴎 の窯跡を検出.SQl窯跡は8肌紀代，SQ33窯跡は91止紀代と考えられる．

伍器集中地点を7カ所検出． その中には接合資料も含まれる.Wi位的には占赤色
上とその下府からイi器群を検出．

丘陵谷間の平坦地に立地.8棟の暖穴住屈跡を検出．猿投窯肱の灰釉陶器（水瓶）
が住居跡床面から出七

椋裔 3mの微閲地に建物跡1棟検出．井戸跡や上坑から木製品が多数出上し，ヘ
ラや漆塗椀がある．

中111:の認地を検出．溝跡か ら中世末~ 1 611':紀の埋納銭約2.000枚が出十．．

標泊i3rnの自然堤防上， 地表而下約80cmから土坑に坤設された弥牛 I一．器の猥2個体
（前期・折衷系七器）が出上．
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心 ..> -.. ..,... I日 l、:J..- , . ,., ... 
~ -_L 1) 」 .I'__) ノ ~;J しに

発掘調査の記録方法に空中写真があります．カメラをつけた気球や

ラジオコン トロール・ ヘリコプターなどで撮影します．

東北横断自動車道酒田線の建設に先立ち1994年から発掘調査がおこ

なわれている寒河江市の高瀬山遺跡の空中写真の成果を紹介します．

ヘ

▲第7調査区から西の方向を見てます．
左手には最上川が流れています．

~ 第 6調査区 表紙写真に同じ ですが真上か ら

見たものです．古墳が4基検出されました．

/'I 
▼ SH472古墳
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▲第5調査区

溝で区画された中に，

竪穴建物跡と掘立柱

建物跡があります．

見つかった遺構は，

水で溶いた石灰で輪

郭を描いています．

~第 1 調査区
方形の竪穴建物跡が
数多く検出されまし

た．
南辺や東辺にカマド
跡があります。

5
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包団贔宮初砂哀
なかやち

中谷地遺跡 （洒Ill叶j• 弥4時代， 'V・安時代）

迫跡は洒田市の束部，吉川新Ill地区の水田地帯にあ

る，弥生時代と平安時代の集落跡です。標高は2.4mで

す。平安時代の建物跡が9棟と，この地域ではめずら
どこう

しい弥生時代の土湘が」ヵ坑の中から見つかりました。

I: 坑は地表下80cmのところで検出されました。中に
かめ

は弥生土堺の猥が2個休押しつぶされた状態でありま
こいそう ぼ

した。咀なるようにして刺められたようで，幽（再葬総）

の可能性があります。
いがい しょうめつ

再葬翠とは辿骸の肉と）文とが消滅して儲と化してか

ら，これらをまとめてあらためて埋葬したり，甕など

に入れて雌めたものです。 り,.tiん
甕には1-lの縁に刻みを入れたり，沈線を引いたりし
とくりょう いい し

た特徴が見られます。これは洒田市牛石2辿跡(1985
か"が Jうか

,.,__, 1986年発掘調杏）で発見された弥生時代前期（亀ヶ岡
“んががわ せ.,,,,.うけい

系と遠鉗川系の折衷系の I器）に作られたものと同じ

ものです。

酒田周辺では奈良平安時代より下の地附に，さらに

弥生時代の追跡がある可能性が閲まりました。

（石井浩幸）

土坑内の弥生土器検出状況

復元された弥生士器

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
とやま

富山遺跡 （寒泊rn市 ・1「l,(_j甘怜時代）

こがえ かり''・"'
寒河江市の西部，標高266mの甜山に続く丘陵の束

It'』がん

の山/l及に追跡はあります。・石席を作る頁岩を採取した，

原石庇地辿跡と考えられます。
れさそう

「宮山」 には頁岩を含んだ礫/0があり，出 I:した石
器はこの礫屈の貞店を用いて作られたようです。石器

そざ い はくへん

のほとんどは製品の素材の 「剥片」と剥片の素材の

名該」と呼ばれるものです。製品と呼ぶことのでき

る石器はヘラ状石器とク リーバー （握斧の一種）など

数点で，剥片が照理箱にして約750箱も出上したのに

対して対照的です。
It 

写真は一つの貞店の表面から芯に向かって剥がされ

ていった剥片と，剥片を剥がしていって 番最後に残

った石核（井下） との接合資料です。石核に剥片を接

合していくことによって，前期旧石器時代の:f-l]片の生

産技術を復元できる此重な資料になります。

（鈴木良仁）

石器の出土状況

6
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…………手形付土製品 …………
~"か 9 ヽぶり とみなみ

西悔渕追跡は村山市富並にある縄紋時代中期の逍跡

です。平成 2・3年に発掘調査されました。今から約

4.000年前の大きな集洛跡がほぼ全域に渡って見つか

った此咀な追跡です。
ぼ こう

集落は中心部に広場を持ち， 周り に墓坑群， その外
りょぞう

側に貯蔵穴群がめぐり，さ らに外周に大製の仕屈跡が
l.lうしゃじょう

広場から放射状に ~ヽflんでいました。お翠 • 穴蔵・家が
直径140mの円の中に収まる規検で同心ドl状にきちん

と配岡されていることがわかりました。

このお幽の中から1個の板状の焼き物が見つかりま

した。人の手の形がついた「手形付 K製i1111」です。大
こば ん

きさは約9.3cmX6 cmの小判形をしています。そのJ・.

に長さが9cmくらいの左手が押しつけられています。

大きさから判断すると小さな千供の手のひらのようで

す。その裏側には大人のものと見られる指の痕も残っ

ています。

このような手形や足形のついた土製品の出 ,._例は

全国的にみても少ないようです。今までのところ北

日本でしか見つかっていません。いずれも縄紋時代

中期から後期の物で、その中には吊り下げられたと

思われる穴のあいたものや、紋様などの装飾が施さ

れたものもあります。西悔渕辿跡のものは山形県内

では初めて見つかったものです。

この I:製品の用途はわかっていません。子供の
むびょう そく こい

無病息災を祈って形どったお守りとも，また了・供が
ま よ

歩き始めた記念，魔除けの品などとも考えられてい

ます。そうすると，ある縄紋時代の村でおかあさん

（またはおとうさん）が愛する我が子の手をとって，

自分の手に持った粘士に想いをこめて優しく押しあ

てている姿が浮かぶようです。

その4千年後の平成4年に， 1H:j悔渕辿跡の調査員

夫婦に子供が産まれました。彼女の一歳の誕生日の

記念に と手形をとり額に納めました。そして今，

西海渕遺跡出土手形付土製品 裏面は大人の手形

7
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埋文センタ ーのうごき

埋蔵文化財発掘調査報告会

寒河ffdi内で束北横断1・1動車道酒LI]線建設「．事に先立
ち発枷i調杏された辿跡の発掘調査報告会が下記のように

おこなわれました。

主催 ：寒河江市教育委以会

共催：財団法人山形県刑蔵文化財センター

期Fl:平成8年3月201-1(水）＃分の日

会場 ：寒河江市文化センター

参加者 ：約240名

●発表（ホール ・スライド映写）

1 ,l°lj訓 l」辿跡佐藤庄一

2 富山辿跡 ・霜,,,2追跡鈴木良仁

3 :_条辿跡水戸弘及

4 落衣艮者屋敷追跡 煤坂雅人

5 心j松Tl・TTI辿跡氏家信行

6 平斯山古窯跡第12地点辿跡 須賀井l月子

●出土追物 ・写呉パネルの展示（第 lii)f-修室）

山形県埋蔵文化財センター発表者外のスタッフ

黒坂雅人，伊藤邦弘，柏松暁彦，押切 淳

川田喜信，志Ill純千， 松1+11lli.紀了・

寺院官術遺跡調査課程に参加して

馴査研究員 伊藤 邦弘

1996年 1月9日，止月気分の抜けきらない中， 奈

良国芍：文化財研究所叫蔵文化財センターに向かいま

した。豪雪の山形か ら 小春 H 和 に •変した尿色に戸

惑いながらも111=i間の研修はスター トしました。
かんが

私の参加した研修は「寺院官征辿跡調杏課程」と

いうもので，山代の寺院や，官術（役所等の公的機

能を持つものです）の調査を行う際の）j法あるいは

注意点等を学ぶものです。

研修は講義形式で行われましたが， 奈良県という

土地柄を生かして，平城宮の朝堂院と薬師寺の講堂

の発掘調査現場を兄ることができました。また復元

中の「ぽ命竹」の工事も間近で見ることができました。

中でも典味を引かれたのは，現在の市役所， 町村
ぐんが 1こ よい

役場に該当する郡栃，郷関係宮術辿跡の講義と如滋

寺という山岳寺院（山寺立石寺の様なもの）の調査

例でした。前者は各地の辿跡調査例を数多く検証し，

具体的に学ぶことができました。 如益寺の調査は，

絵図面と伝承を手がかりに山中深く入り込んで行わ

れたもので， ついに如意寺が発見されたいきさつな

どは，＂インディ ・ジョーンズを見たときの様な興術を

此えました。実際に 3時間あまり 山中を歩いての研修

だったので，なおさら印象に残るものとなりました。

とりわけ収穫だったのは，全国から志しを同じく

して集まった31名の仲間が増えたことです。私にと

って掛け替えのない財産となることでしょう。長い

なぁ～と思われた研修も 1月25日に終了し，今とな

ってもう少し滞在して勉強したかったなというのが

本音です。

・■ 編集後記．．

●発掘調杏そして賂理作業，tlH片苫作成作業， '95新発兄

考古速報展．．．あっという間にセンターの一年が過ぎま

した．広報誌も 4号を数えこれまで寄稿いただきました

)j々 にあらためてお礼中し I::げます．（郊）
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